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恵庭市西島松２遺跡 口絵１

P１１９６遺物出土状況

P１２７５遺物出土状況





恵庭市柏木川４遺跡（平成１８年調査） 口絵２

ブロック№６ ループ状の編みがみられる面、溝・穴が認められる。 ブロック№６ タテ糸間隔が密な面。

ブロック№６ 繊維の断片。綟り編みが認められる。

ブロック№６ ループ状の編みがみられる面、溝・穴が認められる。ブロック№６ タテ糸間隔が密な面、溝・穴が認められる。

綟り編組織を基本とした「模様編み布」





恵庭市柏木川４遺跡（平成１８年調査） 口絵３

ブロック№４（写真上）№５（写真下）綟り編でタテ糸間隔の密なもの、広いものなど様々な編み方が確認できる。

綟り編組織を基本とした「模様編み布」





千歳市祝梅川小野遺跡 口絵４

UP－５６埋設土器検出状況

UP－５６埋設土器内の石器出土状況





白老町虎杖浜２遺跡 口絵５

P－２４漆製品出土状況

P－２５漆製品出土状況





北斗市館野２遺跡C地区 口絵６

住居跡（CH－２５）全景
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北海道史略年表
本州の時代区分 年代（西暦） 北海道の時代区分 平成１９年度調査遺跡の主な時期

明治～平成
Ａ．Ｄ．１９００

Ａ．Ｄ．１２００

Ａ．Ｄ．８００
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旧石器時代

梅川４Ｂ、梅川４Ｃ

穂別Ｄ

祝梅川小野

西島松２

キウス５

擦文文化期 穂別Ｄ

西島松２

祝梅川小野

梅川４Ｂ

対雁２

梅川４Ａ、祝梅川小野、西島松２

オルイカ２

下幌呂１、西島松２、梅川４Ａ

祝梅川小野、穂別Ｄ、館野２

矢不来９、梅川４Ａ、梅川４Ｃ

サンル４線、館野２、キウス５

祝梅川小野

西島松２、虎杖浜２

穂別Ｄ、虎杖浜２

下幌呂１

旧白滝５

旧白滝５、ホロカ沢Ⅰ

旧白滝５、キウス５、館野２

旧白滝５、白滝１５

旧白滝５、旧白滝１６



平成１９年度の調査

１ 調査の概要

今年度は道内１０市町村に所在する１９遺跡で発掘調査を実施した。このうち１０遺跡は先年からの継続調

査である。継続で整理作業を行ったのは４遺跡である。

発掘調査を工事原因別に見ると、国土交通省北海道開発局の各開発建設部が実施する工事に伴う調査

が１６遺跡、北海道（土木現業所）が行う工事に伴うものが３遺跡であり、いずれもダムを含む河川工事

及び道路工事に伴うものである。

以下、調査の成果を時代、時期順に略述する。縄文時代の遺跡では複数の時期の遺物が出土すること

が多いが、ここでは顕著なものを重点的に述べる。なお、遺構などの（ ）数字は員数である。

旧石器時代 白滝遺跡群では５か所の遺跡を調査した。すべての遺跡で多量の遺物が出土し、それらは

遺物集中範囲ごとに平面的に分離することができ、いくつかの時期の重複を確認することができる。石

器群の中には、石刃技法のもの、舟底形石器を特色とするもの、尖頭器を特色とするもの、有舌尖頭器

を特色とするもの、側縁鋸歯状の小型尖頭器を特色とするものなどがある。

キウス５遺跡では、オショロッコ型の細石刃核を含む細石刃石器群が検出されている。祝梅川小野遺

跡では細石刃が５点認められた。館野２遺跡では頁岩を素材とする少数の細石刃が出土している。サン

ル４線遺跡では、珪質頁岩とみられる石刃素材のスクレイパー（１）が出土している。

縄文時代 早期 下幌呂１遺跡では浦幌式土器に伴って石刃鏃石器群が出土している。ここでは中茶路

式土器の時期の竪穴住居跡（１）、土坑墓、土坑も検出されている。虎杖浜２遺跡ではアルトリ式土器、

中茶路式土器が出土している。穂別Ｄ遺跡では、東釧路Ⅲ式、コッタロ式、中茶路式などの土器が出土

している。

前期 虎杖浜２遺跡では、３０ｍを上回る広がりで最大厚４０㎝ほどの盛土が検出された。この盛土遺構直

下の土坑墓（２）には、いずれにも装飾品らしき漆製品が残片的に認められる。砂が密に堆積していると

ころ（２）、粘土の集積（２）もある。土器は静内中野式、円筒土器下層ａ式が多い。西島松２遺跡では植苗

式土器の時期の竪穴住居跡（２）が検出されている。祝梅川小野遺跡では、植苗式土器の時期の竪穴住居

跡（５）、土坑が検出されている。住居跡周辺の土坑（５）からは掌大の粘土板（サツマアゲ状土製品）が１０

点ほど出土している。

中期 サンル４線遺跡では押型文土器が検出され、珪化岩の礫、石核、剥片、砕片が多量に出土してい

る。石核、剥片の接合状況は、ここが剥片剥離、石器製作の場だったことを示している。館野２遺跡の

Ｂ地区とＣ地区では、円筒土器上層ｂ式土器、サイベ沢Ⅶ式土器、見晴町式土器、大安在Ｂ式土器など

の時期の竪穴住居跡、土坑、焼土、集石などが密集して検出されている。これらの土坑には、墓とみな

されるもの、フラスコ状のもの、埋設土器を伴うものがある。キウス５遺跡では、天神山式、柏木川式

などの土器型式の時期の住居跡、土坑、焼土などが密集して検出されている。焼土の多くは被熱が著し

く、列状に並んでいる。さらにここでは、平成８年の発掘で「柵列」の可能性があるとして報告した「杭

穴」に類似した小土坑が、列状にみられる。矢不来９遺跡では竪穴住居跡（１）、土坑、焼土が検出され

ている。この住居跡は、６か所の柱穴が明瞭である。

梅川４遺跡Ａ地区では、柏木川式土器の時期の竪穴住居跡（１）が検出されている。梅川４遺跡Ｃ地区

では、北筒式土器が出土している。下幌呂１遺跡では３０ｍを上まわる広がりの盛土が確認されているが、

詳細は、次年度の調査を待つことになる。

１



後期 祝梅川小野遺跡では、土器（タプコプ式）囲炉のある竪穴住居跡（２）、中葉の時期の竪穴住居跡（２）
ほっけ ま

が検出され、ウサクマイＣ式土器、�澗式土器、堂林式土器などが多く出土している。加曾利Ｂ式の特
徴が明瞭な注口土器の完形品も出土している。穂別Ｄ遺跡では石囲炉（２）、土器囲炉（２）が検出されてい

る。館野２遺跡Ｂ地区には、涌元式土器が集中的に出土する区域がある。下幌呂１遺跡の竪穴住居跡は、

北筒Ⅲ式土器の時期（１）、�澗式土器の時期（２）がある。このうち�澗式の住居跡のひとつは、出入り口
部分が明瞭である。西島松２遺跡では中葉の時期の竪穴住居跡（２）が検出されており、２軒ともに出入

り口部分が確認できた。梅川４遺跡Ａ地区では、中央に地床炉のある４本柱の住居跡（２）が検出されて

いる。

晩期 梅川４遺跡Ａ地区では、後葉の時期の竪穴住居跡（１）、土坑・土坑墓（４３７）、土器集中（２）、石器

類の集中（６）が検出されている。祝梅川小野遺跡では、竪穴住居跡（２）、土坑（５８）が検出されている。土

坑のひとつには、壷形土器が倒立して埋設されていた。この土器内部はほぼ空洞で、口縁部近くに黒曜

石の大形剥片（６）が認められる。西島松２遺跡では、後葉の時期の土坑墓・土坑、焼土などを多数検出

している。これらの遺構は、昨年度の調査区域から続いており、なかには遺体が痕跡的に残存している

ものもある。この時期の土器、石器も多量に出土している。オルイカ２遺跡ではタンネトウＬ式土器が

出土している。

続縄文時代 対雁２遺跡では、前葉の時期の土坑（８）、焼土（２９）が検出されている。梅川４跡Ｂ地区で

は、前葉の時期の土器が出土している。

事業委託者 原 因 工 事 遺 跡 名 所 在 地 調査面積（㎡） 区分、備考

札 幌 開 発 建 設 部 一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事

キウス５ 千 歳 市 ６，１００ 平成１５、１６、１８年

オルイカ２ 千 歳 市 ４，２００ 平成１４、１７年

梅川４ 千 歳 市 ８，６５５ 平成１８年

祝梅川小野 千 歳 市 ７，６３０ 新規

石狩川開発建設部 石狩川改修工事の内対雁築堤工事 対雁２ 江 別 市 １５０ 平成１１年から継続

函 館 開 発 建 設 部 函館江差自動車道建設工事

館野２ 北 斗 市 ６，７０７ 新規

矢不来６ 北 斗 市 ５８７ 平成１７年

矢不来９ 北 斗 市 ２，０３０ 新規

矢不来１１ 北 斗 市 ２４６ 平成１７年

館野 北 斗 市 整理作業 平成１６年調査

旭 川 開 発 建 設 部 天塩川サンルダム建設工事 サンル４線 下 川 町 ４，２００ 新規

室 蘭 開 発 建 設 部 登別拡幅道路改良工事 虎杖浜２ 白 老 町 １，５９０ 平成１８年

釧 路 開 発 建 設 部 釧路外環状道路改良工事 天寧１ 釧 路 町 整理作業 平成１７、１８年調査

網 走 開 発 建 設 部 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事

ホロカ沢Ⅰ 遠 軽 町 ４，３３１ 新規

旧白滝１ 遠 軽 町 ２，８００ 新規

旧白滝５ 遠 軽 町 ２，２６０ 平成１５、１８年

旧白滝１５ 遠 軽 町 ４，６７０ 新規

旧白滝１６ 遠 軽 町 １，８２１ 新規

旧白滝５ほか 遠 軽 町 整理作業 平成１５年調査

石 狩 支 庁
（札幌土木現業所）

柏木川改修工事
西島松２ 恵 庭 市 ８，７７９ 平成１７、１８年

西島松２ほか 恵 庭 市 整理作業 平成１８年調査

胆 振 支 庁
（室蘭土木現業所）

道道北進平取線交付金Ｂ（交安）工事 穂別Ｄ む か わ 町 ４，１５４ 新規

釧 路 支 庁
（釧路土木現業所）

道道釧路弟子屈線交安１種（統合）工事 下幌呂１ 鶴 居 村 ６１０ 新規

合 計 ７１，５２０

平成１９年度の発掘調査など

２



擦文文化期 穂別Ｄ遺跡の竪穴住居跡（１）は、貼り床で、中央に炉、東側にカマドがある。この床面か

らは甕、杯、鉄製品が出土している。キウス５跡では竪穴住居跡（２）、土坑（１）、粘土集中（１）が検出さ

れている。西島松２遺跡の竪穴住居跡（１１）は、一辺が５ｍ規模のものと、一辺が２ｍ規模の２種類あり、

すべてカマドがあり、煙道は東あるいは南側の壁にある。９軒は柱穴が竪穴の外にあるカリンバ型住居

である。祝梅川小野遺跡の竪穴住居跡（２）の内ひとつは、カリンバ型住居とみなされるものである。

アイヌ文化期 祝梅川小野遺跡では、平地式住居跡（３）、灰集中（２）、柱穴（５０）、道跡（１）などが検出さ

れている。住居の壁際では４０点程の棒状小石がまとまって出土している。穂別Ｄ遺跡では柱穴（１１）、焼

土（６）の周囲から鉄製鎌、鉄製針、銅製品（形状不明）、土玉などが検出されている。西島松２遺跡には、

鉄刀などの鉄製品が副葬された墓坑（２）がある。ともに伸展葬を想定できる墓坑の大きさである。梅川

４遺跡のＢ地区、Ｃ地区では道跡に沿って、柱穴（１４３）、焼土（６８）などが検出され、キセルの雁首、ク

ギと見られる鉄製品、陶磁器片が出土している。

継続整理・報告書作成

白滝遺跡群、西島松５遺跡、館野遺跡については、継続して膨大な資料群の整理を行い、順次報告書

を刊行している。館野遺跡は平成１６年度に調査したものの整理作業である。平成１７年度、１８年度に調査

を行った天寧１遺跡の貝塚を含むすべての整理作業が終了し、報告書を刊行する。

柏木川４遺跡で平成１８年度に出土した繊維製品は、クリーニングの過程で「編み」の様相が見えはじ

めている（口絵）。

３



２ 調査遺跡
ち とせ し

千歳市 オルイカ２遺跡（Ａ－０３－２８０）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市中央１１９６－１ほか

調査面積：４，２００㎡

調査期間：平成１９年５月１７日～９月１２日

調 査 員：三浦正人、鎌田 望

遺跡の概要

遺跡は千歳市街地から北東に約６㎞の馬追丘陵西側

裾部に位置する。河岸段丘の標高１６～１８ｍに立地する。

調査範囲西側に接して南長沼用水が北流し、その南側

は平成１４・１６年度に調査を行い報告済の部分である。

基本土層は地表面からⅠ層：表土、Ⅱ層：樽前ａ降

下軽石層（Ta－ａ）、Ⅲ層：第１黒色土層、Ⅳ層：樽

前ｃ降下軽石層（Ta－ｃ）、Ⅴ層：第２黒色土層、Ⅵ

層：漸移層、Ⅶ層：恵庭ａ降下軽石風化ローム層、Ⅷ

層：恵庭ａ降下軽石層（En－ａ）である。遺物包含

層はⅢ層（縄文時代晩期～アイヌ文化期）、Ⅴ層（縄

文時代）である。

遺構と遺物

遺構は、土坑４基、Ｔピット２基、焼土４６か所、フ

レイク・チップ集中１か所と道跡がある。このうち焼

土１か所と道跡はⅢ層、ＴピットはⅦ層上面、ほかは

Ⅴ層で検出した。

Ⅲ層上面が窪んだ状態で検出した道跡１条は、層位

からはアイヌ文化期の所産と考えられるが、その上の

Ⅰ・Ⅱ層が現代の撹乱を受けており、現代の建設機械

等の走行跡の可能性もある。

土坑は周辺の遺物出土状況から縄文時代晩期後葉の

ものと推定した。Ⅶ層上面で検出したＴピット２基は

掘りかけのものと考えられ、うち１基は大部分が次年度以降の調査範囲にある。焼土のほとんどは風倒

による撹乱の窪みに立地している。Ⅴ層上面で検出したフレイク・チップ集中からはフレイクを中心に

遺物が２，５３８点出土した。

遺物は旧石器時代から擦文文化期のものがある。土器は縄文時代早期後半、中期後半、晩期後半のも

のや擦文土器など約１７，０００点出土したが、その９０％以上を縄文時代晩期後半のものが占める。石器等は

約３，０００点出土した。定型的なものには石鏃、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、たたき

石、砥石、台石などがある。また、滑石製の玉２点、土製品２点と石製品が５点ある。旧石器１５７点の

うち１４０点は、Ⅴ層上面で検出したフレイク・チップ集中から出土した。

この図は国土地理院発行２万５千分の１地形図「長都」「千歳」を使用した。

遺跡位置図
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遺跡周辺の地形と調査範囲

最終面（Ⅶ層上面）の地形と遺構位置図
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調査状況

LP－１土層断面 TP－１土層断面

LF－４５土層断面 Ⅲ層遺物出土状況
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ち とせ し

千歳市 キウス５遺跡（Ａ－０３－９３）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市中央１２８７－７ほか

調査面積：６，１００㎡

調査期間：平成１８年５月７日～１０月３０日

調 査 員：三浦正人、鎌田 望、愛場和人、末光正卓、広田良成

遺跡の概要
ま おい

遺跡は千歳市街地から北東に約８㎞、馬追丘陵西側裾部のキウス川右岸に位置する。標高は６～４０ｍ

である。平成６～１０年度に高速道路建設に伴う発掘調査を当センターと千歳市教育委員会が行っており、

５５，８８５㎡が既調査である。対岸には平成１７・１８年度に調査を行ったキウス９遺跡がある。

今回の調査は国道３３７号線の新ルート建設工事に伴うもので、丘陵端部の台地部とキウス川沿いの低

位部が対象である。平成１５年度（５，０００㎡）、１６年度（１，０５６㎡）、１７年度（３，２００㎡）に引き続き４年目

の調査で、今年度は台地部６，１００㎡を調査した。調査は次年度以降も継続する予定である。

台地部の基本土層は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：樽前ａ降下軽石層（Ta－ａ）、Ⅲ層：第１黒色土層、Ⅳ層：

樽前ｃ降下軽石層（Ta－ｃ）、Ⅴ層：第２黒色土層、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：恵庭ａ降下軽石風化ローム

層、Ⅷ層：恵庭ａ降下軽石層（En－ａ）、Ⅸ層：支笏軽石流堆積物層（Spfl）である。台地部ではⅢ・

Ⅴ～Ⅶ層が主な遺物包含層である。

遺構と遺物

Ⅲ層の遺構は、竪穴住居跡２軒、土坑１基、土器破片集中５か所、粘土集中１か所、焼土４か所を確

認した。遺構の分布は、調査区西側に多い傾向がみられる。時期は、竪穴住居跡、土坑、粘土集中は擦

文文化期と考えられる。また、土器破片集中の時期は縄文時代晩期と擦文文化期である。

Ⅴ層の遺構は、竪穴住居跡１７軒、土坑４９基、柱穴状ピット１基、杭穴２２６基、土器破片集中５か所、

集石２か所、焼土１４８か所、フレイク・チップ集中１か所を確認した。時期は、竪穴式住居跡、土坑、

焼土の多くが、縄文時代中期後半のものである。土器破片集中は縄文時代晩期のものが多い。遺構の分

布は、調査区東側と調査区中央～南側の台地際で密である。特に平成１５年度調査区に続く東側部分では、

縄文時代中期の竪穴住居跡が近接しており、その周辺からは土坑、焼土、杭穴が検出されている。杭穴

は平成８年度調査時に検出されたものに類似し、台地際から斜面にかけて列状に分布している。焼土の

多くは被熱が著しく、列状に分布するものが複数みられる。また、Ⅴ層下位～Ⅶ層にかけて、後期旧石

器時代の石器集中が２か所検出されている。

遺物は、土器が約７６，０００点、石器等が約３６，０００点の合計約１１２，０００点出土している。土器は、縄文時

代中期後半（天神山式・柏木川式）・晩期後葉、擦文土器が主体で、縄文時代早期・後期のものも少量

みられる。石器等は、剥片石器はフレイク・チップが多く、製品は少量である。磨製石器では、破片を

含め石斧が多く、礫石器では砥石が多い。これら以外の製品は比較的少量である。土製品には、土器破

片を三角形ないし四角形状に加工したものなどがある。石製品では、蛇紋岩製の玉が特徴的である。旧

石器は、オショロッコ型の細石刃核を含む細石刃石器群で、総計約２０，０００点出土している。器種は、細

石刃、細石刃核、石刃、石核、彫器、掻器、磨製石斧、礫石器などがある。
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「U」：�層の遺構

「L」：�層の遺構

H ：住居跡

P ：土坑

SP ：柱穴状ピット

：杭穴

：焼土

PS ：土器破片集中

FC ：フレイク・チップ集中

S ：集石

N ：粘土集中

M ：盛土

SB ：石器集中（旧石器）

平成１９年度調査区

平成１５・１６年度調査区

平成１８年度調査区

次年度以降調査予定範囲

遺構位置図

８



縄文時代中期後半の竪穴住居跡

LH－１８完掘
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LH－２１炭化材検出状況

LP－２９砥石出土状況 LP－３８遺物出土状況

LP－４４遺物出土状況 LP－５８遺物出土状況
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杭穴列完掘

SB－２炭化材検出状況

SB－２旧石器出土状況 SB－２細石刃核出土状況
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ち とせ し しゅくばいがわ お の

千歳市 祝梅川小野遺跡（Ａ－０３－４８）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅４８５－２番地ほか

調査面積：７，６３０㎡

調査期間：平成１９年５月７日～平成１９年１０月３１日

調 査 員：遠藤香澄、菊池慈人、芝田直人、酒井秀治、山田和史

調査の概要

遺跡は千歳市街地から約３㎞東に位置し、千歳川の支流である祝梅川の右岸段丘上、標高１０～１５ｍに

立地する。遺跡全体は台地部と低湿部からなり、調査対象は台地部の７，６３０㎡である。調査区の地形は

東側に平坦な台地がひろがり、西側の祝梅川に向かって緩斜面が形成されている。

基本土層は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：樽前ａ降下軽石層（Ta－ａ）、Ⅲ層：第１黒色土層、Ⅳ層：樽前ｃ

降下軽石層（Ta－ｃ）、Ⅴ層：第２黒色土層、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：恵庭ａ降下軽石風化ローム層、Ⅷ

層：恵庭ａ降下軽石層（En－ａ）である。

遺物包含層はⅢ層とⅤ～Ⅵ層で、旧石器時代、縄文時代前期・中期・後期・晩期、続縄文時代、擦文

文化期、アイヌ文化期の遺構・遺物を検出した。主体はⅤ～Ⅵ層が縄文時代前期、後期、Ⅲ層が縄文時

代晩期、擦文文化期、アイヌ文化期である。遺物は約８６，０００点出土した。

遺構と遺物

縄文時代前期：後半の植苗式期の住居跡５軒と土坑を検出した。うち１軒（LH－６）の床面からは

土器２個体が出土している。植苗式は調査区のほぼ全域に分布するが台地上に多い。住居跡周辺の土坑

５基からは、「サツマアゲ状土製品」と称される未焼成粘土塊が出土している。５～１０個体がまとまっ

て出土しており、遺跡全体では４０個体程度になると思われる。

縄文時代後期：土器囲炉を伴う前葉（タプコプ式）の住居跡２軒と、中葉～後葉の住居跡２軒がある。

いずれも掘込は明瞭でなく、炉跡と柱穴のみが認められた。中葉～後葉の住居跡は南側の緩斜面にあり、

周辺から中葉の土器（ウサイクマイＣ式）を伴う土坑がみつかったほか、包含層からはウサクマイＣ式、
ほっけ ま

�澗式、堂林式が多く出土している。特徴的な遺物として、加曽利Ｂ式の注口土器がある。
縄文時代晩期：竪穴住居跡２軒・土坑５８基・土器集中６か所を検出した。竪穴住居跡は掘込が浅く、

床面はⅤ層にある。土坑は調査区の東側と西側、北側の３か所にまとまる。このほとんどが墓と考えら

れる。そのうちの１基（UP－５６）には壺形土器が倒立した状態で埋設されていた。土器内部はほぼ空

洞で、中には大型黒曜石剥片６点が認められた。他に口縁部片が折り重なった状態で出土したものや、

棒状原石を伴う土坑が数基ある。包含層からは玉類・棒状原石・軽石製矢柄研磨器などが出土している。

擦文文化期：竪穴住居跡２軒、焼土２か所・集石３か所を検出した。１軒は焼失住居で南側にカマド

をもち、主柱穴は竪穴内にある。他１軒は掘込が浅く、平面形が隅丸長方形、炉はなく、主柱穴は竪穴

外の四隅にある。遺物は擦文土器が住居跡とその周辺で多く出土している。

アイヌ文化期：平地住居跡３軒・灰集中２か所・柱穴５０か所・道跡１条を検出した。住居跡中央には

灰混じりの地床炉がある。道跡は平地住居跡の間で確認され、南北方向に続いている。遺物はいわゆる

「ピッ」と呼ばれる礫がまとまって出土している。

この他、Ⅴ～Ⅵ層で縄文時代の竪穴住居跡３軒、土坑４８基、柱穴３１か所、焼土１２か所、Ｔピット６基

を検出した。Ｔピットは溝型４基、小判型で逆茂木のあるもの２基がみつかっている。遺物は縄文時代

前期後半、後期中葉～後葉の土器が多く、次いで中期末葉の土器が多い。石器は細石刃３点、彫器１点、
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石刃１点の旧石器時代の遺物がある他、石鏃・石錐・つまみ付きナイフ、緑色泥岩製の石斧と原材や調

整剥片などの関連遺物、北海道式石冠の被熱破片が多く、石錘も少量出土している。また、Ⅲ層の遺物

は縄文時代晩期後葉～末葉の土器が多く、わずかに続縄文時代のものがある。

遺跡位置図

調査区地形図

基本土層模式図

調査範囲図
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調査区全景

LH－１完掘状況 LH－２（右）・３（左）完掘状況

LH－６床面遺物出土状況 未焼成粘土塊出土状況
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LH－５土器囲炉検出状況 LH－７土器囲炉検出状況

LH－１１全景 LH－１２全景

注口土器出土状況
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UP－２４遺物出土状況

縄文時代晩期の土坑群 UP－５６埋設土器検出状況

UP－５６埋設土器内の大型黒曜石剥片出土状況
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擦文文化期の住居跡調査状況

UH－４全景 UH－３炭化材検出状況

UH－１全景アイヌ文化期の灰集中（UA－１）

UH－５全景UH－２全景
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ち とせ し うめかわ

千歳市 梅川４遺跡 （Ａ－０３－５９）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅２０４２－２７・５６・６４・８０・８１、２０４７－５５

調査面積：８，６５５㎡

調査期間：平成１９年５月７日～１０月３１日

調 査 員：遠藤香澄、菊池慈人、芝田直人、酒井秀治、鈴木 信、宗像公司、阿部明義、山中文雄

遺跡の概要

梅川４遺跡は、JR千歳駅の東約３㎞、梅川左岸と祝梅川源流部右岸の間の台地上に所在する。当セ

ンターでは、平成１８年度に６，３５０㎡について発掘調査を実施し、今年度は、その北側（Ａ地区）、南側（Ｂ

地区）及び市道０７－東２０号通の南側（Ｃ地区）で発掘調査を実施した。また、基本土層は、市道祝梅第

２道路を挟んで北側に所在する祝梅川小野遺跡とほぼ同じである。

遺構と遺物

Ａ地区のⅢ層から検出された遺構は、竪穴住居跡１軒、土坑墓・土坑４３７基、土器集中２か所、石器

類の集中６か所で、いずれも時代・時期は縄文時代晩期後葉のものである。竪穴住居跡は範囲が調査区

域外に及ぶが、全体の形状は不整形と思われる。４か所の炉跡が確認され、複数回の立て替えが行われ

た可能性がある。土坑墓・土坑は、調査区域東側の台地上に集中して分布していた。土坑墓では、坑底

でベンガラを検出したのが６基あった。その内、Ｐ－６０では、側臥屈葬の姿勢を示し、他にもベンガラ

中から人の歯（エナメル質）が出土した例が２基あった。また、ベンガラを伴わずに、人骨の一部が出

土した例も１基でみられた。Ｐ－１７０では、埋土の上面から石剣が出土したほか、上面や周辺部から石

斧や礫石器類が出土する例がみられた。土坑では、円形の平面形で、直径約０．８ｍ、深さ最大で約０．８ｍ

で、掘りこみがⅦ層に達するものが多い。

Ⅴ層で検出した遺構は、竪穴住居跡１軒（縄文時代中期後葉）、平地住居跡２軒（縄文時代後期後葉）、

土坑（縄文時代・時期不詳）、Ｔピット（縄文時代）、焼土２基（１基は縄文時代後期の可能性有）、土

器集中２か所である。竪穴住居跡は長軸約３．５ｍの楕円形で、隣接して大型の土坑１基が構築されてお

り、関連する遺構の可能性がある。平地住居跡は、調査区北西部で検出された。隣接する祝梅川小野遺

跡でも同時期の平地住居跡が検出されおり、一連の集落跡と考えられる。Ｔピットは調査区域中央部の

調査区域と周辺の地形
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西向き斜面に分布がみられ、いずれも平面形が小判形であった。

遺物は約２７６，０００点（土器約２０８，０００点、石器類約６８，０００点）で、約９５％がⅢ層の遺構・包含層から出

土した。遺物の分布は、Ⅲ層ではＰライン以東７５ライン以北、Ⅴ層ではＭライン以西８０ライン以北で密

である。Ⅲ層の遺構・包含層出土の土器は、ほとんどが縄文時代晩期後葉のものである。石器類では黒

曜石製の石鏃、スクレイパーが多く、矢柄研磨器、有溝石製品（錨石）も出土した。Ⅴ層出土の土器で

は、縄文時代中期後葉、後期前葉・中葉・後葉、晩期のものがある。

A地区遺構位置図

２１



Ｂ地区のⅢ層から検出された遺構は、道跡（アイヌ文化期）、柱穴１３２基（アイヌ文化期）、焼土５４か

所（アイヌ文化期）、集石１か所（擦文文化期）である。道跡の周囲には、焼土や柱穴が集中して検出

され、その一帯には獣骨やカワシンジュガイの殻皮が多量に出土している。焼土には灰集中を伴うもの

がある。Ⅴ層から検出された遺構は、Ｔピット１基（縄文時代）である。また、近世以降の遺構として

土坑１基、溝跡３条が検出されている。

Ｃ地区のⅢ層から検出された遺構は、道跡（アイヌ文化期）、柱穴１１基（アイヌ文化期）、焼土１４か所

（アイヌ文化期）である。道跡はＢ地区から続くと考えられる。Ｂ地区と同様に、道跡の周囲には焼土

や柱穴が集中して検出され、その一帯には獣骨やカワシンジュガイの殻皮が多量に出土している。焼土

には灰集中を伴うものがある。Ⅴ層から検出された遺構は、縄文時代中期とみられる土坑１１基、焼土５

か所、Ｔピット２基である。その内のLP－９では、坑底面から縄文時代中期後葉にあたる北筒式の土

器片と炭化物が出土している。

遺物は、土器１７，０２３点・石器等１５，７００点、合計３２，７２３点が出土している。Ｂ地区北側のⅢ層からは続

縄文時代前期の遺物、Ｃ地区のⅤ層からは縄文時代中期の遺物が多く出土している。また、Ｂ・Ｃ地区

のⅢ層からは、アイヌ文化期のキセルの雁首、クギと見られる鉄製品、陶磁器片、漆製品が道跡の付近

から出土している。

梅川４遺跡B・C地区遺構位置図
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A地区調査状況

A地区Ⅲ層調査状況 A地区H－４全景

２３



A地区P－６０のベンガラ A地区P－１７０断面

A地区Ⅲ層土器集中（L７８区） A地区H－２全景

B地区調査状況

２４



B地区カワシンジュガイ集中検出状況（Ⅲ層）

B地区道跡検出状況（Ⅲ層）

C地区焼土検出状況（Ⅲ層）

B地区キセル雁首出土状況（Ⅲ層）

B地区土器出土状況（Ⅲ層） C地区LP－９（Ⅴ層）

２５



え べつ し ついしかり

江別市 対雁２遺跡（Ａ－０２－１１０）

事 業 名：石狩川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局石狩川開発建設部

所 在 地：江別市工栄町２８番地地先（石狩川河川敷緑地内）

調査面積：１５０㎡

発掘期間：平成１９年８月２０日～９月２１日

調 査 員：芝田直人、酒井秀治

遺跡の概要

対雁２遺跡はJR江別駅の北西約４㎞の石狩川左岸に位置する。世田豊平川（旧豊平川）との合流地

点よりも上流側の石狩川河川敷緑地内であり、標高約６～８ｍの自然堤防上の微高地に立地する。調査

以前に運動公園の造成に伴う均平化を受けている。石狩川の河川改修が本格化する１９７０年代以前は対雁

番屋、樺太アイヌ強制移住地、対雁小学校、榎本牧場などが所在した旧対雁村の中心部がこの付近にあ

り、江別の歴史を語る上で欠かせない重要な地域である。

調査の９年目にあたる。これまでの調査から、遺跡は縄文時代晩期中葉～続縄文時代後期にかけて形

成されたと考えられる。今年度は、１４６～１４９線間１５ｍ×７３～７５線間１０ｍの１５０㎡の発掘を行ない、続縄

文時代前期の遺構・遺物が検出されている。遺跡の地層は自然堤防の形成に伴い、西側にある世田豊平

川へ向かって落ち込んでいる。ほぼ同一時期の遺構・遺物が検出される生活面は、今年度の調査範囲に

おいて１８面が認められた。生活面は、遺物の出土状況や放射性炭素年代測定結果から、ごく短いサイク

ルで形成されたと考えられる。土層は、上層部の風成堆積と下層部の季節的・周期的な水位上昇と考え

られる水成堆積によって構成されている。上層部では粘土質、下層部では砂質が主となる。

また、今年度をもって発掘調査が休止されることから、遺跡保護のため、未調査部分の外面に設けた
のり

法を強化するとともに、平成１１年度に発掘に備えて表土を除去した部分を客土で被覆する処置を行なった。

２６



遺構と遺物

今年度の発掘調査範囲からは、土坑８基、焼土２８か所が検出されている。土坑の形状は円形や楕円形、

規模は長径１．３～１．７ｍほどの大型のものが多い。すべてが自然埋没したと認められ、墓坑と推測できる

ものは検出されなかった。焼土には、燃料と見られる炭化材やクルミ殻などの炭化物、焼魚骨などの微

細骨片を伴うものがある。また、焼土や炭化物が廃棄されたものも検出されている。

遺物は、土器７０８点、石器等１，００１点、合計１，７０９点が出土した。土器は、深鉢・鉢・浅鉢が出土し、

４個体が復元された。定形石器は、黒曜石・頁岩・チャートを石材とする石鏃・スクレイパーが多い。

調査風景 土坑完掘

焼土検出状況 遺跡保護工事状況
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ほく と し たて の

北斗市 館野２遺跡（Ｂ－０６－３５）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市館野２９－１ほか

調査面積：６，７０７㎡（Ａ地区：９５３㎡、Ｂ地区：３，４０６㎡、Ｃ地区：２，３４８㎡）

調査期間：平成１９年５月７日～１０月３１日

調 査 員：佐川俊一、皆川洋一、新家水奈、佐藤 剛、立田 理

遺跡の概要

遺跡は北斗市街地から南南西方向に直線で約３．５㎞の海に面した海岸段丘上（標高４９～５８ｍ）に立地

する。調査範囲は南北に長く全長３１４ｍに達することから、調査は無名の沢で区切ったＡ、Ｂ、Ｃの３

地区に分けて実施した。土層はⅠ～Ⅴ層に分けられ、遺構・遺物の大半はⅢ層（腐植土）とⅤ層（黄褐

色ローム）から見つかっている。調査の結果、旧石器時代、縄文時代前期後半、中期前半・後半、後期

前半などの遺構・遺物が多数検出された。火山灰はⅡ層中から駒ヶ岳ｄ火山灰が、またⅡ層とⅢ層の間

ほどから白頭山－苫小牧降下火山灰（Ｂ－Tm・１０世紀降下）が局所的に検出されている。

遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡、土坑、焼土、集石、小ピットなどが検出されている（遺構一覧参照）。遺物は総

数で数十万点になると推定される。旧石器は細石刃、彫器、石刃、土器は円筒土器下層ｄ式、円筒土器

上層ｂ式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式、大安在Ｂ式、ノダップⅡ式、涌元式など。石器は石槍、石鏃、ド

リル、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、たたき石、すり石、北海道式石冠、扁平打製石器、石

皿、台石など。土・石製品は土偶、キノコ型土製品、石棒、石刀、玉、岩偶、自然遺物は動物遺存体が出土している。

Ａ地区からは旧石器と縄文時代後期前葉の遺構・遺物が検出された。旧石器は頁岩製の彫器、細石刃、

石刃１３点で、図示したように約６ｍの範囲のⅤ層上面から散点的に出土している。広がりは調査区外に

及ぶ可能性がある。

Ｂ地区からは竪穴住居跡、土坑、焼土、集石、小ピットなどの遺構が検出された。住居跡はほとんど

縄文時代中期前半のものとみられるが、縄文時

代後期前葉と考えられるものも１軒ある。この

ほか、縄文時代後期前葉の遺物が集中して出土

する区域があり、この分布と同じくして、焼土、

土坑、集石、小ピットが検出されている。遺物

の時期は古いものから、縄文時代前期後半円筒

土器下層ｄ式、中期前半の円筒土器上層ｂ式、

サイベ沢Ⅶ式、見晴町式、後期前葉の涌元Ⅰ～

Ⅱ式のものが出土している。

Ｃ地区からは竪穴住居跡、土坑、焼土、集石

など多数の遺構が検出された。竪穴住居跡は円

筒土器上層ｂ式と大安在Ｂ式土器の時期が多

く、これらは各集落を形成すると考えられる。

この他にはサイベ沢Ⅶ式、見晴町式土器の時期

のものも検出されている。土坑は墓と考えられ

るものやフラスコ状のもの、埋設土器を伴うも

のなどがある。
（国土地理院２万５千分の１「茂辺地」を加工して使用）

遺跡位置図
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調査範囲図

遺構位置図

２９



Ａ地区全景 Ａ地区土坑と出土遺物

Ａ地区細石刃出土状況 Ａ地区旧石器出土遺物

Ｂ地区調査風景

Ｂ地区遺物出土状況 Ｂ地区炉跡検出状況
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Ｃ地区住居跡 Ｃ地区フラスコ状土坑

Ｃ地区土器出土状況 Ｃ地区石製品出土状況

Ｃ地区全景
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ほく と し や ふ らい

北斗市 矢不来６遺跡（Ｂ－０６－６０）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市矢不来２６１ほか

調査面積：５８７㎡

調査期間：平成１９年９月７日～１０月３１日

調 査 員：佐川俊一

遺跡の概要

遺跡はJR上磯駅の南西約５㎞の北斗市矢不来に所在する。矢不来１１遺跡と隣接しており、北東側に

矢不来６遺跡、南西側に矢不来１１遺跡が位置する。平成１７年度に矢不来１１遺跡とともに本線部分の発掘

調査を当センターが実施し、縄文時代前期、後期の遺構・遺物が検出されている。今回の追加調査は付

加車線設置に伴うものである。

調査区は平成１７年度の調査箇所に隣接する北西部で、長さ８０ｍ、幅４～１２ｍである。遺構が検出され

たのは、調査区北西部の幅約４ｍの段丘部分である（写真右）。南西部は地山部分が削平を受けていた

ため全体を調査せず、部分的に調査した。遺構は検出されず、遺物もほとんど出土しなかった。なお、

遺跡の基本土層は矢不来９遺跡に同じである。

遺構と遺物

遺構はピット２基、焼土２か所を検出した。主に５５～５９ライン間の標高６１．５０ｍ付近に位置する。時

期が推定できたのは縄文時代後期前葉の焼土１か所（Ｆ－２４）のみである。ほかの遺構については、遺

物を伴わず時期不明である。遺物は縄文時代後期の土器片と石器類合わせて３８０点出土している。

遺構位置図

調査終了 北西部調査終了
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ほく と し や ふ らい

北斗市 矢不来９遺跡（Ｂ－０６－７５）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北海道北斗市矢不来４１５ほか

調査面積：２，０３０㎡

調査期間：平成１９年８月１日～１０月３１日

調 査 員：佐川俊一、新家水奈、佐藤 剛

遺跡の概要
も へ じ

遺跡は、北斗市街地から南西へ直線で約６㎞、南側に位置する茂辺地の集落から直線で約１．５㎞、函

館湾の海側から約７５０ｍ内陸の段丘上（標高６０～６５ｍ）に立地する。

矢不来の地名を付した遺跡は、１４か所がすでに登録されている。このうち矢不来６・７・８・１０・１１

遺跡が、平成１６～１８年度にセンターによって調査・報告されている。本遺跡は、来年度以降、調査区北

側部分の継続調査が予定されている。

遺跡の基本土層はⅠ層：表土、Ⅱ層：黒色土層、Ⅱ′層：白頭山－苫小牧降下火山灰（Ｂ－Tm）の

二次堆積層、Ⅲ層：黒色土層（遺物包含層）、Ⅳ層：漸移層、Ⅴ層：黄褐色ローム質土層である。まれ

に、Ⅱ層中に駒ヶ岳ｄ降下火山灰（Ko－ｄ）が見られる。

遺構と遺物

遺構は、竪穴住居跡２軒（縄文時代中期１軒、後期１軒）、ピット２０基、焼土２１か所、集石１か所の

ほか、縄文時代後期前葉の遺物集中域１か所が見つかっている。遺物は、縄文時代中期～後期の土器片

と石器類合わせて約２５，０００点が出土した。

出土遺物点数一覧

土器内訳

石器内訳

土器 剥片石器 石斧 礫石器 土製品 石製品 計

遺 構 １，１９５ １９０ ２ ７０３ １４６ １ ２，２３７

包含層 １４，５８４ ２，０３４ ２２ ６，１０４ ９ ２ ２２，７５５

計 １５，７７９ ２，２２４ ２４ ６，８０７ １５５ ３ ２４，９９２

Ⅲａ Ⅳａ Ⅳｃ 陶磁器 計

遺 構 ９０８ ２８７ １，１９５

包含層 ２，３７６ １２，１８２ １０ １６ １４，５８４

計 ３，２８４ １２，４６９ １０ １６ １５，７７９
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計

遺 構 ６ ３ ５１０ １６６ ２ ２ ９ １ １ １ １ ２ ２９７ ３８７ ８９３

包含層 ２３１ ３ ７５０ １５７４２１，８４１２２８０４８ ５ １ ５ ４ ５ ４２３３８４，３６６１，５２５８，１６０

計 ２３７ ３ ７５３ １６２５２２，００７２４８２５７ ６ １ １ ５ ４ ６ ４２４４０４，６６３１，９１２９，０５３
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住居跡（縄文時代中期）遺物出土状況

調査区完掘状況
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ほく と し や ふ らい

北斗市 矢不来１１遺跡（Ｂ－０６－７７）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市矢不来２５３ほか

調査面積：２４６㎡

調査期間：平成１９年９月７日～１０月３１日

調 査 員：佐川俊一

調査の概要

遺跡の位置、調査の経緯、基本土層については矢不来６遺跡に同じである。なお、当初予定していた

調査区のうち東側の一部（約４０㎡）については、現在使用している道路の付け替えが用地範囲内ででき

なかったため調査を次回に繰り延べることとなった。

調査範囲は矢不来６遺跡と同様、平成１７年度調査範囲の北側に隣接する部分である。地形は南西から

北東に向かう緩い斜面となっている。調査区全体に縄文時代に相当する腐植土層の残存状況は良好で

あったが、出土遺物は僅少である。

遺構と遺物

検出された遺構は焼土１か所（F－６）のみである。焼土に伴う遺物は無いが、検出面がⅡ′層（Ｂ

－Tm混じりの褐色土）上面であることから１０世紀以降である。遺物は縄文時代後期の土器片と石器類

合わせて１２６点出土した。

遺構位置図

F－６断面

調査状況 調査終了
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ほく と し たて の

北斗市 館野遺跡（Ｂ－０６－１５）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市館野３－３ほか

調査面積：８，５６５㎡（平成１５年度５，７５０㎡、１６年度２，８１５㎡）

整理期間：平成１９年４月２日～平成２０年３月３１日

調 査 員：佐川俊一、冨永勝也

整理の概要

平成１６年度に検出された遺構は縄文時代中期末から後期にかけてのもので、遺物総数は約６６万点であ

る。今年度は後期初頭の盛土遺構から出土した遺物の一次分類と注記作業を進めている。特徴的な遺物

として「双角状土製品」とでも称しうるものがある。盛土遺構から４点出土しており、大きさは器高３

～６㎝ですべて下部（装着部？）に四穴の貫通孔がある。底面が幅広くなって、安定性を表現したとみ

なすと、棒の先端に紐で括り付けた飾りを模したものと推定できる。

遺物１ 遺物３

遺遺物物１１

遺遺物物３３

遺遺物物４４

遺物２ 遺物４

遺遺物物２２

遺物出土位置図
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しもかわちょう せん

下川町 サンル４線遺跡（Ｆ－２１－６８）

事 業 名：天塩川サンルダム建設事業の内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局旭川開発建設部
さん る

所 在 地：上川郡下川町字珊瑠１５３０

調査面積：４，２００㎡

調査期間：平成１９年８月６日～１０月３１日

調 査 員：笠原 興、山中文雄

遺跡の概要

サンル４線遺跡は、下川市街から北北東へ約４㎞、四線沢川がサンル川に合流する地点の南側にある。

今年度はＡ地区（９４㎡）、Ｂ地区（８０２㎡）、Ｃ地区（７１７㎡）、Ｄ地区（１，３８１㎡）、Ｅ地区（１，２０６㎡）の

合計４，２００㎡について調査を行った。

Ａ・Ｂ地区は、どちらも土石流によって形成された段丘上にある。Ａ地区の標高は１５８ｍ前後、サン

ル川との比高はおよそ５ｍを測る。この地区の調査は、次年度以降の発掘に向けた予備的なもので、数

本のトレンチによって包含層の範囲確認等を行った。Ｂ地区はＡ地区よりも５０ｍほど四線沢川の上流側

にあり、標高は１６１．５ｍ前後である。トレンチ調査の結果、この地区では土石流堆積物中から石器が出

土することが明らかになったので、土石流を重機で掘削し、その中に混在する遺物を人力で収集した。

Ｃ・Ｄ・Ｅ地区は、丘陵斜面の縁辺部に位置する。標高は１６２～１６７ｍである。包含層からは、主に珪

化岩の剥片や礫片が出土している。

遺構と遺物

Ｃ・Ｄ・Ｅ地区において、珪化岩や黒曜石の剥片・石核が、比較的まとまっていたところが４か所程

ある。出土した土層等からみて、いずれも縄文時代のものと推測される。

遺物は約８，７００点を数える。このうち、Ａ・Ｂ地区の土石流堆積物中から収集した石器等は約５，０００点

である。珪化岩の剥片や礫片が大部分を占めるが、スクレイパーや石核等も少量ある。

Ｃ・Ｄ・Ｅ地区からは、土器約２００点、石器等約３，５００点が出土している。土器は表面の磨耗したもの

が多いが、押型文の施された破片が認められる。石器等の大半は珪化岩の剥片や礫片であるが、定形的

な石器として、石鏃、石槍、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、磨製石斧、たたき石、砥石があ

る。石鏃や石槍には黒曜石、つまみ付きナイフやスクレイパーには主に珪化岩が用いられている。特徴

的な黒曜石として、名寄産にみられる原石面が凸凹したものが目につく。この他、頁岩の石刃を素材と

したスクレイパー（長さ１６㎝）など、旧石器時代の可能性がある遺物が数点出土している。

調査状況 石器出土状況
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国土地理院発行の５万分の１地形図「サンル」「下川」を使用遺跡位置図

調査範囲地形測量図（表土除去後）
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しらおいちょう こ じょうはま

白老町 虎杖浜２遺跡（Ｊ－１０－１）

事 業 名：一般国道３６号白老町虎杖浜改良工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部

所 在 地：白老郡白老町字虎杖浜３３３－１・７４０・７４１・７５３

調査面積：１，５９０㎡

調査期間：平成１９年５月９日～７月２７日

調 査 員：笠原 興、阿部明義

遺跡の概要

遺跡は白老町の西端部、登別市との境界に近い虎杖浜地区の標高約５０ｍの段丘上に位置する。段丘の
くっ た ら

南北には倶多楽火山を源とするアヨロ川とポンアヨロ川が台地を開析している。遺跡の真下には、国道
ずいどう

３６号虎杖浜隧道が貫通している。虎杖浜２遺跡は古くから知られており、昭和５２年（１９７７年）には白老

町教育委員会による試掘調査が行われ、縄文時代前期の２か所の貝塚を有する大規模な集落跡の存在が

確認されている。国道のオープンカット工事に伴い、その事前調査として平成９年（１９９７年）に白老町

教育委員会、平成１１～１３・１８年（１９９９～２００１・２００６年）に北海道埋蔵文化財センターが計９，２９０㎡の発

掘調査を行った。

今年度の調査区は、過年度調査区の北～西側（山側）台地上である。調査区東部に町道北伏古一番線

（旧国道２８号）が通っており、調査期間後半に仮設道路に切り替えて路盤下を調査した。調査区中央部

は以前の工事の進入路とみられ、掘削されている。調査区西部はおおむね平坦で、有珠ｂ降下軽石層（１６６３

年降下）下に遺物包含層である黒色土が３０～５０㎝堆積している。

遺構と遺物

遺構は、盛土遺構、土坑７基、焼土２９か所（うち盛土遺構中２８か所）、フレイク・チップ集中１か所

を検出した。盛土遺構は約３０ｍ四方の範囲で調査区東部に広がり、南北に尾根をもち、調査区外へと続

いている。厚さは最大４２㎝で、全体ではおおむね２０～３０㎝程度、西側はさらに薄い。黒色土とロームが

混在し、大きくは２層、細かくは１０層に分けられる部分がある。盛土遺構中には土器・石器、特に１０㎝

前後の礫を多量に含む。また細かい焼骨片や炭化物も多く含まれる。盛土遺構より上位の包含層でも同

様に遺物が多い。盛土の裾部では、焼土が列を成して検出された。また焼土付近からは、砂が密に浅く

堆積している範囲が２か所、粘土の堆積範囲が２か所検出された。

土坑のうち２基は盛土遺構直下から検出された、縄文前期のものとみられる土坑墓である。どちらも

長軸をほぼ東西にもち、断面はフラスコ状、坑底面は楕円形で西側が一段低くなっている。その西側寄

りの坑底付近から、紐状および輪の形状を含む漆塗りの装飾品（塗膜のみ残存）が出土し、装身具また

は遺体の痕跡とみられる微細な骨片が出土した。そのほか、盛土遺構上から掘りこまれた土坑や、縄文

早期～前期のやや浅い楕円形の土坑が検出された。

遺物は合計で約３０，９００点出土した。土器は約４，６００点である。縄文前期の円筒土器下層ａ式を主体と

し（土器の約７８％）、ほかに静内中野式、縄文早期アルトリ式・中茶路式ほか、縄文中期天神山式の土

器が出土している。石器等は約２６，３００点である。礫が１０，８００点（石器等の約４１％）、フレイクが１３，６００

点（同約５２％）と多いが、定形石器ではつまみ付きナイフ・石鏃・石斧・石皿・台石・北海道式石冠・

石錘が多い。特に盛土遺構上面で大型の石皿が目立った。そのほか、アイヌ文化期と推測されるガラス

玉が１点攪乱部より出土した。また自然遺物として、盛土遺構中からシカを主体とした焼骨片・炭化物

等を手取りおよびフローテーションにより回収した。
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国土地理院発行の２万５千分の１地形図「登別温泉」を使用 遺跡遠景
遺跡位置図

遺跡周辺の地形と調査区

４１



遺
構
位
置
図

（
平
成
９
・
１１
～
１３
・
１８
・
１９
年
度
）

土
坑
墓
坑
底

（
漆
塗
り
の
装
飾
品
）

P
－
２５

P
－
２４

４２



盛土遺構

土坑墓断面（P－２４） 土坑墓坑底（P－２５）
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遺跡名（登載番号） 所在地 調査面積 調査期間

旧白滝５遺跡（Ⅰ－１７－１５０） 紋別郡遠軽町旧白滝４１７ ２，２６０㎡ 平成１９年５月７日～９月１０日

ホロカ沢Ⅰ遺跡（Ⅰ－１７－１４９） 紋別郡遠軽町旧白滝４００ ４，３３１㎡ 平成１９年８月７日～１１月２０日

旧白滝１５遺跡（Ⅰ－１７－２１５） 紋別郡遠軽町旧白滝３１６ ４，６７０㎡ 平成１９年６月２９日～１０月３１日

旧白滝１６遺跡（Ⅰ－１７－２１６） 紋別郡遠軽町旧白滝１９１ １，８２１㎡ 平成１９年６月１日～６月２９日

旧白滝１遺跡（Ⅰ－１７－１４６） 紋別郡遠軽町旧白滝１８８ ２，８００㎡ 平成１９年５月７日～６月５日

遺跡名（登載番号） 所在地 遺物点数

白滝８遺跡（Ⅰ－１７－１８０、調査時の番号Ⅰ－２０－５８）
紋別郡遠軽町白滝１４６－１、
１４６－２

４，０３０点

白滝１８遺跡（Ⅰ－１７－２１４、調査時の番号Ⅰ－２０－９２）
紋別郡遠軽町白滝１４５、１３９
－１

４７，７６２点

白滝３遺跡（Ⅰ－１７－１５８、調査時の番号Ⅰ－２０－３６） 紋別郡遠軽町白滝１０６他 ４，２７１点

旧白滝５遺跡（Ⅰ－１７－１５０、調査時の番号Ⅰ－２０－２８） 紋別郡遠軽町旧白滝４１３
平成１５年度調査分
２６１，６００点

えんがるちょう しらたき

遠軽町 白滝遺跡群

事 業 名：一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局網走開発建設部

調査期間：現地調査：平成１９年５月７日～１１月２０日

整理作業：平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

調 査 員：熊谷仁志、中山昭大、袖岡淳子、坂本尚史、大泰司統、直江康雄

調査遺跡

整理遺跡

白滝遺跡群の概要

遠軽町白滝地域は、北海道の屋根といわれる大雪山系の東北側山麓にある。白滝市街地の北西約６㎞

には国内有数の黒曜石の産地として知られる赤石山がある。白滝地域を東西に流れる湧別川とその支流

である支湧別川の河岸段丘には、旧石器時代の遺跡が数多く所在し、「白滝遺跡群」と総称されている。

特に赤石山に通じる八号沢と湧別川との合流点付近には白滝第１３地点をはじめ、服部台、白滝第３２地点、

白滝第３３地点など学史的に著名な遺跡が集中している。また１９９７年には新たに約２０万㎡が国指定遺跡に

追加され、すでに指定済みの「白滝遺跡」（白滝第１３地点遺跡）と合わせて「白滝遺跡群」として名称

変更された。当センターは高規格道路の建設に伴い平成７年から、白滝遺跡群を調査してきた。調査は

上白滝地区を中心に始まり、調査面積はすでに１００，０００㎡以上になる。出土した石器は５００万点、総重量

は１０トンを超える。

今年度は旧白滝地区の５遺跡を調査した。湧別川と幌加湧別川の合流点付近の旧白滝５遺跡。そこか

ら湧別川下流側へ向かって順にホロカ沢Ⅰ遺跡、旧白滝１５遺跡、旧白滝１６遺跡、旧白滝１遺跡が位置す

る。幌加湧別川の上流には、あじさいの滝、幌加沢の露頭など大規模な黒曜石露頭や、学史上有名な幌

加川遺跡遠間地点が位置している。石材を獲得する上で、良好な環境にあると考えられる。
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旧白滝５遺跡

旧白滝５遺跡は湧別川と幌加湧別川の合流点付近の河岸段丘面上、標高３６０～３９０ｍに立地している。

遺跡は地形的特徴から段丘の高位部、中位部、高位から中位の間の斜面部に区分できる。調査は平成１５

年度から開始され、平成１５年度が高位部・斜面部・中位部、平成１８・１９年度が中位部を対象としている。

基本層序はⅠ層：表土、Ⅱ層：黄褐色土、Ⅲ層：にぶい黄褐色～灰白色土である。本来的遺物包含層

はⅡ層で、Ⅲ層は無遺物層である。Ⅲ層には約３万年前降下の大雪御鉢平降下軽石のものとみられる火

山ガラスが包含されていた。

今年度の調査では２０，９３７点を超える地点計測遺物を確認した。調査区一括で取り上げた遺物の点数に

ついては現在集計中である。全て石器で、そのほとんどが黒曜石製である。遺物分布は平成１８年度に確

認したブロックと連続するもののほか、５５～６４ライン間で新たなまとまりを確認した。

出土した特徴的な器種には、尖頭器、有舌尖頭器、両面調整石器、舟底形石器、石刃、石刃核、石核

などのほか、台形様石器石器群に属する二次加工ある剥片がみられた。Ｋ～Ｍ５４～５８区付近に分布する

ブロックでは、有舌尖頭器と舟底形石器が近接して出土している。多量の剥片を伴うため、接合などの

今後の整理作業により石器製作工程が復元できる可能性が高い。

調査状況
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ホロカ沢Ⅰ遺跡

ホロカ沢Ⅰ遺跡は旧白滝５遺跡の湧別川下流側に隣接する河岸段丘面上、標高３６０ｍ前後に立地して

いる。幌加湧別川と湧別川の合流点からの距離は下流側に３００ｍほどであり、旧白滝５遺跡と同様に石

材獲得に関し恵まれた環境にある。

基本層序はⅠ層：表土、Ⅱ層：黄褐色土、Ⅲ層：にぶい黄褐色～灰白色土である。部分的に確認され

た沢地形では、粘土や砂礫が互層となった層厚０．７～１．４ｍの水成堆積が認められた。

今年度の調査では２２，７２４点を超える地点計測遺物を確認した。調査区一括で取り上げた遺物の点数に

ついては現在集計中である。全て石器で、そのほとんどが黒曜石製である。

遺構は炭化物集中１か所（CB－１）、剥片集中２か所（FC－１・２）を確認した。CB－１とFC－２

は同一地点に分布している。CB－１採取の炭化木片を利用した放射性炭素年代測定を予定しており、

FC－２を中心とした石器群の年代を考察する材料としたい。

遺物分布は、Ａ・Ｂの２か所に区分された調査区の内、Ａ地区に良好に認められた。Ａ地区では沢状

地形がＢ２０区からＫ２６区にかけて蛇行するように確認されたが、遺物のブロックはこの沢状地形に近接

して分布していた。

主な出土遺物には、尖頭器、両面調整石器、舟底形石器、彫器、掻器、削器、石刃、石刃核、石核な

どがある。出土遺物の内容から各ブロックともほぼ同時期の石器群とみられ、尖頭器、舟底形石器、石

刃石器の製作跡がブロック内で共伴している。特徴的な出土状況として、Ａ地区１３～２２ライン間のブロ

ックでは、尖頭器や舟底形石器などの製品が複数まとまって出土する地点と、剥片が密集して出土する

地点がそれぞれ認められた。

ホロカ沢Ⅰ遺跡遺物分布状況

CB－１検出

現地見学会風景
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A地区調査状況

A地区調査状況

FC－１検出 FC－２検出
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旧白滝１５遺跡

湧別川左岸台地上に位置し、標高はおよそ３２０ｍである。試掘調査から、調査区内の南東段丘末端部

に遺物の分布が予測された。

基本土層はおおまかにⅠ層：表土、Ⅱ層：褐色土を主体とする遺物包含層、Ⅲ層はにぶい黄褐色土を

主体とする遺物が含まれない土層である。Ⅰ層については調査区中央の２１ライン付近の最も深い沢地形

部周辺に、腐植土層が発達していた。湿地であったためと思われ、泥炭を思わせる腐食しかけた草本の

堆積も観察できた。Ⅱ層は調査区全体において土石流あるいは河川堆積に起因すると思われる土層が複

数枚所々に見られた。特に４～１７ラインにおいては基盤層を形成する粒子の粗い頁岩が破砕されたもの

が目立つ、土石流層が複数枚観察できた。この土石流層は無遺物層であるため厚く堆積する部分は重機

によって除去した。また調査区の段丘縁においては崩落のため基盤層の頁岩が露出あるいはその頁岩が

風化して生成された、赤色味の強い土層が表土直下から観察できた。

一次整理作業中のため遺物点数は集計中であるが、５９×３９×１５㎝のコンテナでおよそ１１０箱分の遺物

が出土した。Ⅱ層出土遺物のうち３５，５４９点を出土地点計測して取り上げた。Ⅰ層では２１ラインより北西

側の腐植土が発達した部分について遺物が多く含まれていた。特徴的石器としては舟底形石器が目立ち、

基盤層の石材利用も見受けられる。T２５～２７区付近からは細石刃およびその細石刃核を主とした遺物が、

ある程度まとまって出土した。しかしこのあたりは作業道路によって削平され、また昭和時代に人家が

あったため一部が攪乱を受けている。６～１３ラインでは長大な石刃が多く出土し、その石核と思われる

背部に稜を作り出した石刃核も出土した。また有舌尖頭器も３０㎝を越える共伴している。Ｊ２３区からは

河川礫をその場で何個も打ち割ったと思われる状況が観察された。同範囲には地点計測遺物だけで６，０００

点以上が密集していた。

旧旧白白滝滝１１５５遺遺跡跡遺遺物物分分布布状状況況
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２２４４ラライインン調調査査状状況況

QQ９９区区大大型型石石刃刃出出土土状状況況

JJ２２３３区区調調査査状状況況 LL２２３３区区フフレレイイクク集集中中検検出出状状況況
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旧白滝１６遺跡

湧別川左岸台地上、ラウネナイ川右岸に位置する。標高はおよそ３３０mである。かつて伐採中の工事

用道路から遺物が採取された場所である。基本土層はおおまかにⅠ

層：表土、Ⅱ層：褐色土を主体とする遺物包含層、Ⅲ層：にぶい黄

褐色土を主体とする遺物が含まれない土層である。Ⅲ層は上面に約

３万年前に降下した大雪御鉢平降下軽石の二次堆積層と推定される

ものが確認された。調査では約１８，１００点の遺物が出土した。そのう

ち、Ⅱ層出土遺物のうち３，３６０点については出土地点を計測して取

り上げた。遺物の分布としては、１２～１５ラインにまとまった出土が

見受けられる。調査段階ではＯ～Ｒ１２～１５区の表土について舟底形

石器を主とした遺物の出土が目立った。ただし、Ｐ～Ｒ１４・１５区の

一部は作業道によって掘削されてⅢ層が剥き出しになっていた。ま

た、台形様石器石器群と観察されるまとまりも認められる。旧旧白白滝滝１１６６遺遺跡跡遺遺物物分分布布状状況況

KK１１１１区区調調査査状状況況

１１１１ラライインン以以西西調調査査状状況況
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旧白滝１遺跡

湧別川左岸台地上、ラウネナイ川左岸に位置する。標高はおよそ３３０ｍである。基本土層はおおまか

にⅠ層：表土、Ⅱ層：褐色土を主体とする遺物包含層、Ⅲ層はにぶい黄褐色土を主体とする遺物が含ま

れない土層である。Ｆ～Ｊ１２～２２区にⅡ層の残存が認められたが、そのほか調査区の大部分は耕作によっ

て撹拌されていた。撹拌された耕作土中には遺物が多数含まれていた。１４ライン付近から南東側は作業

用道路による掘削、また６０ラインより北西側は耕地造成のための掘削を受けてそれぞれⅢ層が剥き出し

になっていた。今回の調査では、Ⅱ層が残存する部分の包含層調査を中心に行った。耕作された範囲に

ついては、トレンチ調査によって原

位置を保っている遺物の存在がない

と判断し、標本採取的観点から遺物

採取を実施した。調査区全体では約

７１，３００点の遺物を取り上げた。その

うち、Ⅱ層出土遺物のうち９２０点に

ついては出土地点を計測して取り上

げた。

遺遺物物包包含含層層がが
残残っってていいたた区区域域

道道路路にによよっってて
削削平平さされれ
てていいるる区区域域

土土地地造造成成ののたためめにに
ⅢⅢ層層以以下下ままでで
削削平平さされれてていいるる区区域域

耕耕作作にによよっっててⅢⅢ層層ままでで撹撹拌拌さされれてていいるる区区域域

旧旧白白滝滝１１遺遺跡跡包包含含層層残残存存状状況況

旧旧白白滝滝１１遺遺跡跡遺遺物物分分布布状状況況

遺遺物物集集中中出出土土状状況況
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白滝遺跡群の整理

今年度は白滝８・白滝１８・白滝３・旧白滝５遺跡（平成１５・１８年度調査分）の二次整理と今年度調査

した旧白滝５・ホロカ沢Ⅰ・旧白滝１５・旧白滝１６・旧白滝１遺跡の一次整理（旧白滝５遺跡の一部は二

次整理まで）を行った。

報告書作成の順番によって作業内容は異なり、今年度報告の白滝８・白滝１８・白滝３遺跡は『白滝遺

跡群Ⅷ』の編集と刊行、平成２０年度報告予定の旧白滝５遺跡（平成１５年度調査分）は図版作成作業を行

い、平成２０年度以降に報告を予定している旧白滝５遺跡（平成１８・１９年度調査分）は接合作業、及び図

化・データ処理作業を行った。

ここでは旧白滝５遺跡の小型鋸歯縁尖頭器石器群の状況を説明する。旧白滝５遺跡は、黒曜石の原石

山である赤石山から流れ出る幌加湧別川と湧別川の合流点付近に位置している。本遺跡の石材環境は非

常に良好で、赤石山から沢伝いに直接下った最初の平坦面にあたり、さらに眼下にある両河川からの原

石の採取も可能である。上下二段の河岸段丘面（高位部・中位部）とその間の斜面部から約４６万点（平

成１９年度分を除く）の石器が出土している。

小型鋸歯縁尖頭器を含む石器群は中位部から出土し、主な器種は尖頭器、両面調整石器、彫器、掻器、

削器、錐形石器、舟底形石器、二次加工ある剥片、石刃、石刃核、石核などがある。小型鋸歯縁尖頭器

は柳葉形で両端が尖り、側縁が鋸歯状に加工された特徴的な尖頭器である（１～５）。断面形は凸レン

ズ状で、長さは４～１２㎝、なかでも５㎝前後のものが多い。鋸歯状の縁辺は、最終的な等間隔の細かい

加工により形成され、突出部から稜線が伸び、凹部から剥離のリングが始まっている。細かい加工が全

面に及ぶものが大半なため、素材の形態を判定することは難しいが、一部に石刃・縦長剥片素材のもの

が認められる。

それ以外の尖頭器には、小型でやや幅広の形態（６）や１５㎝大を含む中型のものが含まれ（７）、さらに舌

部を持つもの（８）や下端が平坦に加工されたもの（９）が１点ずつ出土している。彫器・掻器・削器・錐形

石器は石刃を素材としているものが多い（１０～１２）。彫器には器体長軸と彫刀面交叉角が小さく、彫刀

面傾斜角が背面側に傾くものが１点ある（１０）。石器は相対的に少量である。ブロック内では尖頭器及び

石刃製作が多く行われ、約６０個体の母岩別資料を認定した。

接合資料をもとに推察すると、尖頭器は一般的な石核を素材とするものの他に、原石を二分割してそ

れを尖頭器の素材とするものがある（１３）。石刃技法は、打面調整・頭部調整を行い（一部に平坦打面あ

り）、打点にあたる頭部を擦った後に石刃を剥離するものが主体的である（１４）。石刃核母型の形態は多

様だが、①背稜を形成するものと、②平坦な裏面を設定するものに分けられる。また、正面に稜を作出

するものがある。その結果、一部に両面調整石器を素材とするものが存在する。

小型鋸歯縁尖頭器は、道内での出土例が少なく、石器群として把握されているものはない。道外では

山形県日向洞窟遺跡西地区など縄文時代草創期の遺跡から同様のものが出土している。また、本遺跡の

石器類の一部は、道内の有舌尖頭器を含む石器群のものと類似している。特に石刃技法の調整方法、石

刃核母型の製作手法は同様の特徴がみられる。しかし、本石器群の石刃核の方が、有舌尖頭器を含む石

器群の石刃核より母型製作の初期段階において、粗く厚手の加工により整形されている。

これらのことから、小型鋸歯縁尖頭器を含む石器群は、道内の有舌尖頭器を含む石器群や日向洞窟遺

跡西地区などの本州の縄文時代草創期の石器との関連性が高い。しかし、これら三者の詳しい関係は、

明言することができない。今後は後期旧石器時代終末期とされる小型舟底形石器を含む石器群や縄文草

創期の土器が出土した帯広市大正３遺跡の石器も含めて比較検討することが重要であろう。それにより

東日本の旧石器時代から縄文時代への移り変わりが明らかになるものと思われる。
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接接合合資資料料

旧旧白白滝滝５５遺遺跡跡 小小型型鋸鋸歯歯縁縁尖尖頭頭器器をを含含むむ石石器器群群
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え にわ し にししままつ

恵庭市 西島松２遺跡（Ａ－０４－３５）

事 業 名：柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道石狩支庁（札幌土木現業所）

所 在 地：恵庭市西島松３０６番、５０１番地先河川敷地

調査面積：８，７７９㎡

発掘期間：平成１９年５月７日～１０月３０日

整理期間：平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

調 査 員：佐藤和雄、谷島由貴、土肥研晶、吉田裕吏洋

遺跡の概要

遺跡は、JR恵み野駅から北西約７００ｍ、柏木川とその支流であるキトウシュメンナイ川に挟まれた国

道３６号に面する標高約２８ｍの沖積低地上に立地する。今年度は発掘調査の３年目にあたり、現地調査の

最終年度である。

恵庭市内の西方を流れる柏木川流域は、市内でも遺跡密度の濃い地域で、両岸には数多くの遺跡が登

録されている。なかでも本地域は、柏木川左岸と支流右岸に分布する遺跡に挟まれ、周りを遺跡に囲ま

れている。遺跡の下流側には、平成１７年度で現地調査を終了した西島松３・５遺跡が、国道を挟んだ上

流側には柏木川１１・１３遺跡が、柏木川対岸には、西島松９・１０遺跡、キトウシュメンナイ川対岸には西

島松１・４遺跡が分布する。今年度の調査区の大半は畑の耕作で深く削平を受けていたが、台地の縁付

近や標高の比較的低い地域には包含層も残っており、遺構の分布も台地縁に偏る傾向が見られた。

基本土層は、Ⅰ層：表土・耕作土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：黄褐色土で、斜面や擦文文

化期の住居の堆積中には樽前ａ降下軽石層や白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ－Tm）が、縄文時代晩期の土

坑覆土には、樽前c１降下軽石層の堆積がみられるものもあった。

遺構と遺物

今年度検出された遺構は、住居跡２７軒（擦文文化期１１軒、続縄文時代１軒、縄文時代１５軒）土坑（土

坑墓を含む）３２５基、Ｔピット２基、焼土２１１か所、小ピット１５８か所である。擦文文化期の住居で最大

の規模のものは、約５．６×５．６ｍの規模で、最小の規模は約２×２ｍの大きさであった。いずれもカマド

をもっていたとみられ、煙道はおよそ東向きから南向きの間である。時期は９世紀前半のものとみられ、

台地縁に沿って分布する（Ｈ４０・Ｈ５４他）。低い場所に位置する住居は柏木川の氾濫により半分が失わ

れているものもある。床面に柱穴をもつものは２軒で、あとのものは柱穴を竪穴の外側にもつカリンバ

型の住居とみられる。続縄文時代の遺構（Ｈ３５）は、昨年の調査区との境を精査した際、縄文時代晩期

後葉の土坑を切る長径約３mの竪穴として確認した。形状のほかは住居跡と認定する根拠は乏しいが、

覆土中には晩期の土器に混じり後北Ａ式相当の破片が少量出土している。縄文時代の住居跡では、前期

後半の植苗式土器を伴うものが２軒、後期の竪穴と確認されたものが５軒、このうち出入口の痕跡があ

るものが２軒あった。昨年度調査範囲から続く晩期後葉の円形土坑群が検出された。土坑は台地縁にま

ばらに広がり、密な分布はみられなかった。また、晩期後葉の墓（口絵１）が１０基ほど集まった墓域も

見つかっている。墓の平面形は小判形で、長軸端に２本の墓標が立てられていたようである。半島状に

突出した地形の付け根付近からはアイヌ文化期とみられる墓が２基（Ｐ１３４９・Ｐ１３５９）検出された。副

葬品に漆器は無く、太刀・刀子・魚鉤（マレック）などの金属製品のみであった。遺物は約１３万点出土

した。晩期後葉の土器が大半を占めるが、そのほか後期中葉・後葉や前期後葉のものも比較的多い。
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�

遺遺構構位位置置図図
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HH３３５５セセククシショョンン

HH４４００炭炭化化材材検検出出状状況況
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HH５５４４煙煙道道セセククシショョンン

PP１１３３４４９９遺遺物物出出土土状状況況 PP１１３３５５９９遺遺物物出出土土状状況況
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ちょう ほ べつ

むかわ町 穂別Ｄ遺跡（Ｊ－１４－４９）

事 業 名：北進平取線交付金Ｂ（交安）工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道胆振支庁（室蘭土木現業所）

所 在 地：勇払郡むかわ町穂別１１４－３８ほか

調査面積：４，１５４㎡

調査期間：平成１９年５月１７日～平成１９年９月７日

調 査 員：工藤研治、越田雅司、鈴木宏行、福井淳一

遺跡の概要

穂別Ｄ遺跡は鵡川の支流である穂別川の右岸段丘上、むかわ町穂別の市街地に位置している。

遺跡は２面の段丘面に分けられ、標高は高位面が７８～８０ｍ、低位面が７４～７５ｍである。高位面は隣接

する中学校のグラウンドから広がる平坦面の西側縁部に位置し、西側は斜面になっている。低位面は高

位面から連続する斜面際に位置している。

調査区内には上下水道や電柱等が敷設されており撹乱を受けている箇所が多く、また、中央は道路に

より上部が削平されている。

土層は上層からⅠ層：表土・盛土層、Ⅱ層：樽前ｂ火山灰（Ta－ｂ）層、Ⅲ層：黒色土層、Ⅳ層：

樽前ｃ火山灰（Ta－ｃ）層、Ⅴ層：黒色土層、Ⅵ層：樽前ｄ火山灰（Ta－ｄ）漸移層、Ⅶ層：樽前ｄ

火山灰（Ta－ｄ）層、Ⅷ層：暗褐色粘質土層、Ⅸ層：灰白色粘質土層である。住居跡の覆土や斜面部

には樽前ａ火山灰（Ta－ａ）が一部堆積し、斜面部には白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ－Tm）が認められ

る。遺物包含層はⅢ・Ⅴ・Ⅵ層である。

遺構と遺物

高位面ではⅢ層からアイヌ文化期・擦文文化期、Ⅴ層から縄文時代中・後期、低位面ではⅤ層から縄

文時代中・後期、Ⅴ層下部からⅥ層にかけて縄文時代早期の遺構・遺物が出土し、遺物は全体で約１８，０００

点出土している。

高位面ではアイヌ文化期の柱穴が１１基、焼土が６か所検出され、柱穴の周辺で鉄鎌、鉄製針、銅製品

（形状不明）、土玉、鹿の下顎骨、カワシンジュガイの殻皮、小礫が出土し、擦文文化期の竪穴住居跡

１軒と擦文土器が出土している。竪穴住居跡は東側にカマドを持つ。平面形は四角形であるが各辺は直

線的ではなく弧状である。中央に炉があり、厚さ１０㎝程度の貼り床が認められる。床面からは甕・杯や

刀子が出土し、住居跡の年代はそれらの土器から１１世紀と推定される。

Ⅴ層からは縄文時代中・後期の土器・石器が出土し、石囲炉２基、土器囲炉２基が検出されている。

土器は余市式が主体的で、その他に円筒土器上層式・柏木川式・北筒式が出土している。石器は緑色泥

岩・片岩製の石斧製作に関連するものが多く、石斧製作が主体的に行われており、周辺で石材が採取さ

れたと考えられる。

低位面ではⅤ・Ⅵ層から縄文時代早期の土器・石器が出土し、土器は東釧路Ⅲ式・コッタロ式・中茶

路式、石器は石鏃・つまみ付きナイフや台石などが出土している。
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穂穂別別DD遺遺跡跡

遺遺跡跡位位置置図図 国国土土地地理理院院発発行行のの５５万万分分のの１１地地形形図図「「穂穂別別」」をを使使用用

遺遺構構位位置置図図
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調調査査状状況況

ⅢⅢ層層遺遺物物出出土土状状況況
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HH－－１１遺遺物物出出土土状状況況

石石囲囲炉炉検検出出状状況況

HH－－１１カカママドド検検出出状状況況

HH－－１１土土器器出出土土状状況況 ⅤⅤ層層遺遺物物出出土土状状況況
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つる い むら しもほろ ろ

鶴居村 下幌呂１遺跡（Ｍ－０８－１６）

事 業 名：釧路弟子屈線交安１種（統合）工事（中央帯）に伴う埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道釧路支庁（釧路土木現業所）

所 在 地：鶴居村字幌呂原野基線２９－２

調査面積：６１０㎡

調査期間：平成１９年９月６日～平成１９年１０月３１日

調 査 員：工藤研治、越田雅司、鈴木宏行、影浦 覚、福井淳一

遺跡の概要

下幌呂１遺跡は鶴居村市街地の１０㎞南、下幌呂市街地の２㎞北側、釧路湿原北西縁辺部に位置し、雌

阿寒岳外輪山から南東に向かって釧路湿原に注ぎ込む幌呂川右岸の河岸段丘上に立地する。釧路湿原周

縁の台地や河川の流域には多くの遺跡が分布し、遺跡の南方１０㎞には北斗遺跡が位置する。

遺跡は幌呂川に沿って長さ約１．５㎞、幅２５０～３００ｍの広い範囲に広がることが確認されており、一帯

に広がりを見せる規模の大きい遺跡である。調査区はその北西部の幌呂川右岸に位置し、地形面はほぼ

平坦で、標高は１４～１５ｍである。

調査区内には電柱の痕跡などが残る程度で、耕作等による大規模な削平・撹乱を受けておらず、保存

状態は良好であった。

土層は上層からⅠ層：表土（黒色土）層、Ⅱ層：暗褐色土層、Ⅲ層：樽前ｃ火山灰（Ta－ｃ）層、

Ⅳ層：黒色土層、Ⅴ層：暗褐色土（漸移層）層、Ⅵ層：明黄褐色ローム質土層、Ⅶ層：オリーブ褐色砂

礫層である。住居跡の覆土にはTa－ｃ上層の黒色土層中に駒ケ岳c２火山灰（Ko－c２）が部分的に認め

られる。遺物包含層はⅣ層およびⅤ層である。

遺構と遺物

遺構は、竪穴住居跡１１軒、土坑２６基、焼土１４か所、盛土１か所が検出され、調査面積６１０㎡に対して
ほっけ ま

分布密度が高い。竪穴住居跡は時期の判明しているものでは早期中茶路式・後期北筒Ⅲ式・後期�澗式
期のものがある。そのほか、北筒式とみられる住居跡には床面にベンガラが分布するものがある。�澗
式の住居跡は２軒検出され、２軒とも壁面近くに小型の土器が出土した。１軒は出入り口と思われる構

造を持ち、３個体の小型土器が出土し、もう１軒は長さ５０㎝程の扁平な台石に並んで１個体の小型注口

土器が倒立した状態で出土した。土坑は中茶路式期のものが多く、そのうち１基は墓とみられ、壙底に

鉢の底部が逆さに置かれ、近くからつまみ付きナイフなどが出土している。盛土は中期後葉から後期前

葉に形成されたものとみられ、調査区外に広がるため正確な規模は不明であるが幅は１０ｍ程度と推定さ

れる。盛土中には多くの焼土が含まれている。

遺物は土器、石器類が出土した。土器は早期後半の浦幌式、中茶路式、中期後葉から後期前葉にかけ

ての北筒Ⅱ・Ⅲ式、後期中葉の�澗式、晩期のものが出土している。浦幌式土器には表裏に条痕文のみ
のものや無文の土器が伴い、多くの石刃製彫器や彫器削片、石刃鏃、石刃、石刃核、矢柄研磨器などの

石刃鏃石器群が伴出している。そのほか、石器類は石鏃・石槍・つまみ付きナイフ・スクレイパー・石

核・石斧などが出土している。石鏃は明瞭な茎部が作出されない直線的なもの、やや大型の有茎のもの、

明瞭な茎部が作出されるものがあり、それぞれ中茶路式・北筒式・�澗式期に対応するとみられる。
調査範囲の南側には今年度調査区から連続する竪穴住居跡や直径３０ｍ程度の別の盛土が確認されてお

り、次年度にはそれらの調査を行う予定である。
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平平成成１１９９年年度度調調査査区区
次次年年度度以以降降調調査査予予定定範範囲囲

下下幌幌呂呂１１遺遺跡跡

国国土土地地理理院院発発行行のの２２００万万分分のの１１
地地形形図図「「釧釧路路」」をを使使用用

遺遺跡跡位位置置図図 調調査査範範囲囲図図

遺遺構構位位置置図図
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調調査査状状況況

HH－－４４遺遺物物出出土土状状況況
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HH－－４４小小型型土土器器出出土土状状況況 HH－－５５注注口口土土器器出出土土状状況況

盛盛土土（（MM－－１１））検検出出状状況況 墓墓坑坑（（PP－－５５））検検出出状状況況

浦浦幌幌式式期期遺遺物物出出土土状状況況
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３ 現地研修会の記録

９月６日（木）、７日（金）に厚真町、千歳市、恵庭市を会場にして現地研修会を行った。今回は研

修テーマを「アイヌ文化期の遺構と遺物」とし、当埋蔵文化財センターが調査中の遺跡のみならず、厚

真町教育委員会が調査中の遺跡、町内の出土遺物、桜丘チャシなども見学した。あわせてニタップナイ

遺跡（厚真町）、上幌内モイ遺跡（厚真町）、穂別Ｄ遺跡（むかわ町）、梅川４遺跡Ｂ・Ｃ地区（千歳市）

については、事例報告もおこなった。台風９号接近による風雨があったが、研修会は計画した内容に近

い範囲で実施できた。

出土遺物の見学、研修会場、事例発表者などの準備にあたっては厚真町教育委員会の幅田敏夫教育長

から大きな配慮をいただいた。さらに事例報告、遺跡の案内・説明では乾哲也、小野哲也、奈良智法、

天方博章、熊谷誠の諸氏には、好意に満ちた対応をしていただいた。ここに記して感謝の念をあらわし

ておきます。

以下に研修会の概要を記しておく。

６日（木）厚真町 調査整理事務所で出土遺物の見学、青少年センター展示室の見学

ニタップナイ遺跡の見学、オニキシベ２遺跡の見学

総合ケアセンター「ゆくり」生涯学習室で事例報告

ニタップナイ遺跡（報告者：乾哲也）、上幌内モイ遺跡（報告者：小野哲也）

穂別Ｄ遺跡（報告者：福井淳一）、梅川４遺跡Ｂ・Ｃ地区（報告者：芝田直人）

７日（金）厚真町 桜丘チャシの見学

千歳市 梅川４遺跡、祝梅川小野遺跡、オルイカ２遺跡、キウス５遺跡の見学

恵庭市 西島松２遺跡の見学
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４ 協力活動及び研修

� 協力活動

ア 発掘現場見学

＊遠軽町白滝遺跡群見学（遠軽町生田原しらかば大学） ５月２４日

＊遠軽町白滝遺跡群見学（東神楽町あやめ学園） ６月１８日

＊千歳市キウス５遺跡見学・体験発掘（千歳市立千歳第二小学校６年生） ７月３日

＊むかわ町穂別Ｄ遺跡見学（むかわ町立穂別中学校） ７月１０日

＊むかわ町穂別Ｄ遺跡見学（むかわ町立穂別博物館） ７月１３日

＊白老町虎杖浜２遺跡見学・体験発掘（白老町教育委員会） ７月１４日

＊北斗市館野２遺跡見学（七飯町歴史館） ７月２４日

＊北斗市館野２遺跡見学（七飯町歴史館ジュニア探検クラブ） ７月２８日

＊北斗市館野２遺跡見学（北海道開発局函館開発建設部函館道路事務所） ８月１０日

＊千歳市キウス５遺跡見学・発掘体験（北海道開発局札幌開発建設部千歳道路事務所） ８月１０日

＊千歳市キウス５遺跡見学・発掘体験（千歳市教育委員会埋蔵文化財センター） ８月１０日

＊遠軽町白滝遺跡群見学（サイエンス倶楽部） ８月２２日・２３日

＊遠軽町白滝遺跡群見学（オホーツク国際交流センター） ８月２８日

＊恵庭市西島松２遺跡・千歳市キウス５遺跡見学（恵庭市郷土資料館） ９月１日

＊遠軽町白滝遺跡群見学（白滝黒曜石遺跡ジオパーク推進協議会） ９月３日

＊遠軽町白滝遺跡群見学（遠軽町立白滝小学校６年生） ９月４日

＊恵庭市西島松２遺跡見学（恵庭市恵み野旭小学校３年生） ９月４日

＊遠軽町白滝遺跡群見学・体験発掘（遠軽町ワクワク自然教室） ９月８日

＊北斗市館野２遺跡見学（北斗市教育委員会） ９月８日

＊恵庭市西島松２遺跡・千歳市キウス５遺跡・祝梅川小野遺跡・梅川４遺跡見学

（噴火湾考古学研究会遺跡見学会） ９月２１日

＊北斗市館野２遺跡見学（南北海道考古学情報交換会遺跡見学会） １０月６日

イ 委員会・講演会

＊出土資料の考古科学調査指導（千歳市）

《依頼》田口・花岡 平成１８年１２月１９日～平成１９年１月３１日

＊平成１８年度アイヌ工芸展札幌会場閉幕に係る借用資料の検品及び梱包立会業務（札幌市）

《派遣》田口 １月２９日

＊恵庭市郷土資料館平成１８年度遺跡調査報告会（恵庭市）

《発表者》谷島・土肥 ２月１０日

＊出土木材データベースワーキンググループ会議（東京都八王子市）

《派遣》三浦 ２月１１日・１２日

＊千歳市教育委員会調査報告書ⅩⅩⅩ『トメト川３遺跡（第２次調査）』作成に係わる遺物写真撮影指

導（千歳市）

《派遣》菊池 ２月２０日・２１日
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＊『えぞ地の畑作農業を探る』シンポジウム（函館市）

《発表者》菊池・中山・坂本 ２月２４日

＊史跡標津遺跡群、天然記念物標津湿原整備委員会（標津町）

《アドバイザー》千葉 ３月１日・２日

＊漆器塗膜・金属製品等脆弱資料整理保管に関する指導（厚真町）

《派遣》田口 ３月１５日・１６日

＊科学研究費補助金「弥生農耕の起源と東アジア－炭素年代測定による高精度編年体系の構築－」

《研究協力者》西田 ４月１日～平成２０年３月３１日

＊北広島市文化財保護審議委員（北広島市）

《委嘱》藤井 ４月１日～平成２１年３月３１日

＊史跡標津遺跡群、天然記念物標津湿原整備委員会（標津町）

《アドバイザー委嘱》畑 ４月２０日～平成２０年３月３１日

＊出土遺物の材料把握等に関する指導（厚真町）

《委嘱》田口 ４月２３日～平成２０年３月３１日

＊漆器・金属製品等の取り上げおよび保存処理に関する指導（厚真町）

《派遣》田口 ５月２４日

＊北海道大学アイヌ納骨堂におけるイチャルパ（札幌市）

《参加者》西田 ８月３日

＊北海道の縄文時代の始まりを昼下がりに語る会（帯広市）

《発表者》熊谷・直江 ８月４日

＊平成１９年度北の縄文文化学交流会議委員（岩手県盛岡市）

《委嘱》畑 ８月７日～平成２０年３月３１日

＊豊浦町小幌洞窟遺跡発掘トレンチ土層断面剥離標本作成及び指導（豊浦町）

《派遣》田口 ８月２８日・２９日

＊厚真町内発見の丸木舟の保存処理等指導（厚真町）

《派遣》田口 ９月５日

＊平成１９年度北の縄文文化学交流会議（岩手県盛岡市）

《派遣》畑 ９月１６日・１７日

＊北海道文化財保護協会文化財講演会（札幌市）

《講師》畑 ９月２１日

＊札幌医科大学収蔵アイヌ人骨・遺跡出土人骨イチャルパ（札幌市）

《参加者》西田 １０月３日

＊史跡標津遺跡群、天然記念物標津湿原整備委員会（標津町）

《アドバイザー》畑 １０月９日・１０日

＊史跡カリンバ遺跡整備に伴う講演（恵庭市）

《講師》畑 １０月２６日

＊南北海道考古学情報交換会（函館市）

《発表者》佐川・佐藤（剛）・立田 １２月２日

＊北海道考古学会遺跡調査報告会（札幌市）

《発表者》皆川・土肥・山田 １２月１５日
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� 研修

ア 研修・研究会参加

＊平成１８年度第２回埋蔵文化財担当職員等講習会（熊本県山鹿市）

熊谷・小杉・中村 １月１１日～１３日

＊平成１９年度第７３回日本考古学協会（東京都）

田口 ５月２５日～２８日

＊平成１９年度第２４回日本文化財科学会（奈良県奈良市）

田口 ６月１日～４日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会（埼玉県さいたま市）

佐藤（俊）・葛西 ６月７日・８日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会コンピュータ等研究委員会（東京都多摩市）

倉橋 ７月２６日・２７日

＊平成１９年度日本第四紀学会（兵庫県神戸市）

花岡 ８月３１日～９月２日

＊平成１９年度第１回埋蔵文化財担当職員等講習会（福島県白河市）

小杉 ９月６日～８日

＊平成１９年度全国埋蔵文化財法人連絡協議会北海道・東北地区会議ならびに同北海道・東北地区コ

ンピューター等研究委員会（札幌市）

畑・松本（昭）・越田（賢）・西田 １０月１１日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会（新潟県佐渡市）

中村・今本 １０月１８日・１９日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会コンピュータ等研究委員会公式ホームページ「倭国ネット」作業

部会（愛知県弥富市）

倉橋 １０月１８日

＊平成１９年度北海道教育関係公益法人研修会（札幌市）

畑・松本（昭） １１月１５日

＊独立行政法人 国立文化財機構 奈良文化財研究所

平成１９年度埋蔵文化財担当者専門研修「遺跡地図情報課程」（奈良県奈良市）

芝田 １１月２７日～３０日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会海外研修（中国）

袖岡・福井 １２月５日～１０日

イ 内部研修

＊平成１９年度現地研修会（厚真町・千歳市・恵庭市） ９月６日・７日

＊平成１９年度現地調査報告会（センター研修室） １１月２９日
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５ 平成１９年度刊行予定報告書

第２４６集『森町 濁川左岸遺跡�』
北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）埋蔵文化財発掘調査報告書

第２４７集『森町 石倉１遺跡』

北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）埋蔵文化財発掘調査報告書

第２４８集『恵庭市 西島松３遺跡・西島松５遺跡�』
柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２４９集『恵庭市 柏木川４遺跡�』
柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５０集『白滝遺跡群Ⅷ』

一般国道４５０号白滝丸瀬布工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５１集『千歳市 キウス５遺跡�』
一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５２集『千歳市 キウス９遺跡』

一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５３集『千歳市 梅川４遺跡�』
一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５４集『釧路町 天寧１遺跡』

一般国道４４号釧路外環状道路改良工事に伴う発掘調査報告書

第２５５集『江別市 対雁２遺跡�』
石狩川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５６集『白老町 虎杖浜２遺跡�』
一般国道３６号白老町虎杖浜改良工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５７集『北斗市 矢不来６遺跡�・矢不来９遺跡・矢不来１１遺跡�』
高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書
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６ 組織・機構

役 員（平成１９年６月１日現在）

理 事 長 森 重 楯 一

専務理事 佐 藤 俊 和

常務理事 畑 宏 明

理 事 石 林 清

理 事 小 原 信 夫

理 事 菊 池 俊 彦

理 事 北 川 芳 男

理 事 谷 本 一 之

理 事 田 端 宏

理 事 藤 島 省 三

理 事 宮 崎 勝

理 事 三 野 紀 雄

監 事 佐 藤 一 夫

監 事 村 山 邦 彦

評 議 員（平成１９年６月１日現在）

評 議 員 加 藤 邦 雄

評 議 員 川 上 淳

評 議 員 木 村 方 一

評 議 員 白 崎 三千年

評 議 員 白 野 覚

評 議 員 昌 子 守 彦

評 議 員 鶴 丸 俊 明

評 議 員 戸 塚 隆

評 議 員 本 庄 裕 子

評 議 員 松 田 光 �
評 議 員 山 田 健

評 議 員 横 山 健 彦
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７ 職 員（平成１９年４月１日現在）

総 務 部

総 務 部 長 松 本 昭 一

総 務 課 長 松 本 繁

主 査 葛 西 宏 昭

主 任 中 村 貴 志

参 与 北 浦 満

参 与 加 藤 英 樹

第 １ 調 査 部

第１調査部長 越 田 賢一郎

普及活用課長 村 田 大

主 査 藤 本 昌 子

主 査 倉 橋 直 孝

主 任 藤 井 浩

第１調査課長 田 口 尚

主 査 花 岡 正 光

主 査 立 川 トマス

第２調査課長 遠 藤 香 澄

主 査 菊 池 慈 人

主 任 芝 田 直 人

主 任 酒 井 秀 治

主 任 柳 瀬 由 佳

嘱 託 山 田 和 史

第３調査課長 三 浦 正 人

主 査 鎌 田 望

主 任 愛 場 和 人

主 任 末 光 正 卓

主 任 広 田 良 成

第４調査課長 鈴 木 信

主 査 笠 原 興

主 任 ○宗 像 公 司

主 任 阿 部 明 義

主 任 山 中 文 雄

業 務 課 長 菅 野 聡

主 査 � 田 千 秋

主 任 小 杉 充

主 任 小笠原 学

参 与 中 村 輝 夫

参 与 山 本 昌 利

会 計 課 長 吉 田 貴和子

主 任 今 本 宏 信

第 ２ 調 査 部

第２調査部長 西 田 茂

第１調査課長 佐 藤 和 雄

主 査 谷 島 由 貴

主 査 土 肥 研 晶

主 任 吉 田 裕吏洋

第２調査課長 佐 川 俊 一

主 査 皆 川 洋 一

主 任 新 家 水 奈

主 任 佐 藤 剛

主 任 冨 永 勝 也

主 任 立 田 理

第３調査課長 熊 谷 仁 志

主 任 中 山 昭 大

主 任 袖 岡 淳 子

主 任 坂 本 尚 史

主 任 大泰司 統

主 任 直 江 康 雄

第４調査課長 ○工 藤 研 治

主 査 越 田 雅 司

主 任 鈴 木 宏 行

主 任 影 浦 覚

主 任 福 井 淳 一

○：北海道教育庁の派遣職員
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